
公共施設向け不審者事前検知システム

（ディフェンダー・エックス）

人の精神状態（感情）を振動によって解析し
不審者と思われる者を事前に検知するシステムです。

とは

防犯監視システムソフト
複数人の中から事前に不審者の可能性が非常に高い人物を検知しお知らせします。
不審者の行動追跡や尾行により犯罪を未然に解決する事により抑止力の効果が向上。

監視カメラ映像はもとより過去の録画画像からの解析が可能。
次世代の防犯セキュリティソフトが革命を起こすでしょう。
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DEFENDER-Xの特徴
●不審者を事前検知できるため、対策をとることができ犯罪の未然防止が可能。
●顔写真などの照合用データベースは不要、不特定多数の中から検知が可能。
●リアルタイム監視はもちろん、過去の録画映像で不審者の検知が可能。
●既存カメラの流用が可能。既存の設備を利用することでコストの削減が可能。
※カメラの仕様によっては流用できない場合があります。

●導入用途も多彩。外部及び内部の犯罪はもとより、抑止効果が得られます。

【公共施設での運用例】 イベント会場などでの警備の効率化
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・イベント会場や福祉施設などに設置する
ことで検知者へのフォローを行い犯罪の
未然防止を図ることができます。
また警備も検知情報があれば効果的に行う
ことが可能になります。

・建物に出入りする人物に不審者がいれば
検知しますので、警備員などが巡回をする
ことで犯罪を未然に防ぐことができます。
また、検知時前後のレコーダー記録映像を
検索することで詳細確認をすることができ
ます。

エントランスや裏口など
出入口にカメラを設置


